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福 生 市 雨 水 貯 留 浸 透 施 設 設 置 技 術 基 準 

 
（目  的） 
この基準は、屋根雨水の浸透を目的として設置する、雨水浸透施設の設置について、必要な事

項を定めることを目的とする。 
 
（雨水浸透施設の構造） 
別紙構造図のとおりとする。 
 
（計 画 規 模） 
１ 計画雨水量 
雨水浸透施設の計画雨水量は、時間降雨強度１０mm 程度を処理するものとする。 
 
２ 流出係数 

屋 根 流 出 係 数       ０.９ 
 
３ 雨水浸透施設の処理能力 
雨水浸透施設の処理能力は、標準的な構造の場合、次の値を標準とすること。 
 
（１） 雨 水 浸 透 ま す 

設 計 浸 透 能 力   ｍ３／（個・ｈｒ） 型 

番 

 

ますの径 （ｍｍ） 深  さ （ｍｍ） 

新規ローム・黒ぼく 砂      礫 

ＰⅠ   １５０ ４００ ０.０６ ０.０９ 

Ⅱ ２００ ４００ ０.１１ ０.１６ 

Ⅲ ２５０ ５００ ０.１８ ０.２５ 

Ⅳ ３００ ５００ ０.２５ ０.３６ 

Ⅴ ３５０ ６００ ０.３４ ０.４９ 

Ⅵ ４００ ６００ ０.４４ ０.６４ 

Ⅶ ５００ ８００ ０.７０ １.００ 

（注） 場所によっては、これ以上の浸透能力があると思われます。 
なお、福生市においてはＰⅢ、ＰⅣ、ＰⅤのますを標準とする。 
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〔設 計 の 手 順〕 
１ 標 準 設 置 位 置 
雨水浸透施設設置位置については、原則として図－１のとおりとする。 

 
                      

  
  

               概ね３０ｃｍ以上離す                           出きるだけ離す 

               
 
 
 
 

  
 
 
 
 
※ 埋設物が悪影響を受けない距離（概ね３０ｃｍ以上）を確保すること。 

 
 
２ 設    計 

雨水浸透施設の設計にあたっては、次の事項に留意すること。 
 

（１） 雨水浸透施設の配置は、建物に十分配慮した無理のない計画をすること。 
（２） 雨水浸透ますの設置箇所は、原則として、雨樋毎に設置すること。 
（３） 雨水浸透施設は、屋根雨水のみの処理とし、土砂等を含む恐れがある地表上の雨水排

水や 生活排水（汚水）の流入を避けること。 
（４） 標準的な設計は、次頁のとおりとする。 
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※ 福生市の平均個人住宅面積は約９９㎡（３０坪）・・・・・課税課から 
 

 
１２９㎡（住宅屋根面積） 

ＡからＤまでの浸透ます ＝                ＝３３㎡ 
４（ますの数） 

※ ２頁の屋根面積表から当てはめてみると 
ＡからＤまでの４個の浸透ますは＝φ３５０のますということになる。 

 

（施   工） 

１ 雨水浸透施設の施工 

 雨水浸透施設の施工にあたっては、次の事項に留意すること。 

（１） 掘削は原則として人力で行い、余掘りは行わない。 

（２） 浸透底面（床付面）は、占め固めを行わず、直ちにフィルター層として敷き砂を敷きな

らすこと。敷き砂は、足で行える程度の敷き固めを行い、タンパ等の機械転圧は行わな

いこと。 
（３） 雨水浸透施設の周りには、浸透面の保護と貯留量をできるだけ多く確保するため、充填

材として単粒度砕石（Ｓ－３０）を使用すること。 

（４） 雨水浸透施設に土砂等の流入を防ぐため、充填材周りに透水シートを設置すること。ま

た、透水シートはポリエステル製で引っ張りの強度、腐蝕等の面でも長期に耐え、通水

性を有するものとする。 

（５） 埋め戻しは、ゴミ、土砂等が雨水浸透施設内（砕石層等）に入らないように慎重に行う

こと。 
（６） 目詰まり防止のため、ゴミよけ等を設置すること。 

Ｄ Ａ 

C Ｂ 

住宅屋根面積 
（投影面積） 

１２９㎡ 

（※９９㎡×１.３（軒出し部分）≒１２９㎡） 
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設計浸透能力（0.29㎡/ｈｒ）、よってＰⅤ型を適用する。
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雨水浸透施設（ます）設置工事施工手順〔概略〕 
 
 

① ます設置のための、掘削穴は 
所定の背径に合わせた大きさ 

   に準備してください。 
 
 
 
 

② 掘削穴の底部に砕石を敷き透水 
シ－トを穴の内壁にぐるりと地 
山が露出しないように巻きます。 

 
 
 
 

③ ますを設置して、地面とのレベ 
ル調整を完了した後に、管をつ 
なぎます。 

 
 
 
 

④ ますの周りに砕石を充填し、透 
水シ－トで砕石を覆い尽くすよ 
に巻き込みます。 

 
 
 
 

⑤ キャップをかけ、ますの周りに 
                          土をいれて、完了です。 
 
 
 



 
 
 
１ 浸 透 ま す 寸 法 表 
型 番 ますの径ａ ますの高さ

ｂ 

ｈ １ ｈ ２ ｈ ３ 掘 削 辺 ｃ 

Ｐ Ⅰ １５０ ４００ １００ ３９０ ２５ ３００ 
Ｐ Ⅱ ２００ ４００ １００ ３９０ ２５ ４００ 
Ｐ Ⅲ ２５０ ５００ １００ ５１０ ３０ ５００ 
Ｐ Ⅳ ３００ ５００ １００ ５１０ ３０ ６００ 
Ｐ Ⅴ ３５０ ６００ １００ ６３０ ３５ ７００ 
Ｐ Ⅵ ４００ ６００ １００ ６３０ ３５ ８００ 
Ｐ Ⅶ ５００ ８００ １００ ８８０ ３５ 1,０００ 
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砕   石 
単粒度２種４号（Ｓ－３０） 
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目詰まり 

防止シ－ト 

ます本体 
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ａ 

ｈ１ 

ｈ２ 

ｈ３ 

ｂ 

洗  砂（荒目） 
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一 般 家 庭 用 浸 透 施 設 寸 法 表 




